





English for International and Communication）、TOEFL（「外国語としての英語テスト」
Test of English as a Foreign Language）、E（lectronic）-learning、CASEC（「PC受験の
























































































































































































































































































だけで表現する。”my nephew”（私の甥）を”the son of my brother”（私の兄弟の息子）
などと表現する。文を短くする。受け身（受動態）はできるだけ使わないなどのルールが
ある。Globish提唱者ジャンポール・ネリエール（1940年フランス生まれ）が2004年に刊



















でもいわゆる「ヨーロッパ言語共通参照枠」CEFR(Common European Framework of 







































20代：68％、30代：71・ ８ ％、40代：74・ ８ ％、50代：80％、60代：81・ ７ ％、70代：
78：５％であった。年配世代の方がより多く見直すべきと考えている。子や孫の世代には、
英語が話せるようになってほしいの表れか。「英語を話せるようになる教育を」求める人
たちの声は、「文法ばかりやっても意味がない。喋れないと」、「もっと話せる英語教育に
しないと」、「勉強する以上は話せないと！受験英語は見直せ！」などである。見直す必要
はないと思う人たちの意見は、「日本語も満足に話せないのに英語を教えるなんてバカげ
ている。英語の授業で英文の意味を日本語に訳したらその日本語の意味も分からない・・・
という笑えない事実が有る」、「そもそも小学校で英語教育など不要、寧ろ、正しい日本語
教育を根本から行うべき」、「子供の頃から英語なんか早すぎ。逆にまず日本語をしっかり
覚えさせるべきだと思う」など、日本語教育に力をいれるべきと考える人たちの意見が目
立った。その他に「思わない」に書き込まれた意見は、「例えば読み書きできれば十分な
ら今のままでも良い、目的があって話せるようになりたいなら勝手に学べば良いし、誰か
が強制するもではない」、「今更何をやっても無駄です。英語を身に着けたい人は私のよう
に英語圏の学校に行ったり、英語圏の企業に就職しなとダメです」、「学校でのみの教育状
況でしたが、それなりに（英語を）理解できています。結局自覚の問題でしょう」、「十分
見直されていると思う、もともと日本語と異なる構成だから、習得するにはかなりの時間
と努力を要する。寝転がったままダイエットできないのと同じ」などである。実際にある
程度英語を習得している人は、それは個人の努力と考えているようである。32）
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　中高の英語教育を変えるには、先生の英語力を上げる必要があるとのことであるが、こ
れが生徒の英語力につながるとは限らない。生徒に英語で聴いたり、話したりする機会を
多く持たせるような先生の「教育力」がなければ生徒の英語力は伸びないものである。授
業以外でどれだけ英語に接触できるかが習得の鍵であり、生徒が主体的に学習できるよう
に導いていくのが教師の役目だと思う。33）
　つまり教科書を含めて、教材開発や指導法を教える単発の教員研修だけでは不十分で、
継続的な研修によって教師の固定観念を変える必要がある。教師がプロとして学ぶ機会が
保障されない限り、日本の英語教育は変わらない。生徒を変えるには、カリキュラムを変
える前に教師自身が変わらなければならない。34）
　今、本当に問われているのは、英語の単なる運用のskillや目先の実用的な効果よりも、
むしろその教育に対する姿勢である。英語を通じての異文化理解とは、英語のskillや知識
の教育にとどまらず、それを通じて自己中心的な考え方から、多様で相対的な世界の認識
へと学生、生徒を促すものであると思われる。英語を教えることについては、今や予備校
の教師の評価が高い。大学の英語教師も、予備校講師並とは言わないが、日々教えること
に努力しなければならい。また、英語の文化的背景に対する関心の深さは、教師の力量を
分ける大切なポイントであると思われる。それと科目に関わらず、最終的には、大学教師
自身のものの考え方、感じ方、生き方そのものに尽きるのではないか。35）
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